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【評価意見】 

本研究では、超精密加工技術に基づいて、硬 X 線収束用の高性能形状可変ミラーを

製作し、世界で初めて 7 nm 径の硬 X 線ビームを実現し、Sub-10 nm 分解能の X 線顕

微鏡を開発した。 

研究期間終了後、SPring－8 の SACLA で 50 nm 集光、高輝度硬 X 線ビームを実

現し、硬 X 線による可飽和吸収の観測や、1 原子に対する 2 光子吸収、内殻準位によ

るレーザー発振の観測に成功した。また、乳がん診断への応用も試みている。さらに、

顕微鏡システムに関し技術の高度化を進めるとともに、5 nm 径 X 線集光ビームを

SACLA で実現しようとしている。 

研究代表者は研究期間終了後も、多くの招待講演を行い、本研究で開発された X 線

ミラーの技術は国内の民間企業に技術移転され、国内外の放射光施設で使用されてい

ることは特筆される。このほか、本研究に関与した若手研究者は関連した研究分野で

活躍している。 

以上のように、本研究は格段に発展を遂げ、他の研究者に優れた研究ツールを提供

して絶大な貢献をするとともに、社会還元、若手研究者の育成においても大いに貢献

していると評価できる。 

 


